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半島振興対策促進大会で挨拶

日本書鏡院展に出展

スリランカ仏教蘭華寺　アナガーリカ・ダルマパーラ像除幕式に出席
　10月16日、地元佐原にあるスリランカ仏教蘭華寺にアナガー
リカ・ダルマパーラ氏の像が建立され、その除幕式で挨拶しまし
た。同氏は、スリランカ仏教の精神的支柱と言える人物で、像の
完成を機に、蘭華寺が世界の平和と繁栄に一層貢献することを
願わずにはいられません。
　日本とスリランカの関係においては、
1951年のサンフランシスコ講和会議にお
けるジャヤワルダナ蔵相（後のスリランカ
第2代大統領）が「憎悪は憎悪によって止む
ことはなく、慈愛によって止む」とのブッダ
の言葉を引用し、対日戦争賠償請求を放棄
する演説を行いました。

　10月19日､立憲民主党を代表して半島振興対
策促進大会で挨拶しました｡
　半島振興法が昭和60年に制定された際、和歌
山県選出の玉置和郎代議士が発案者であり、そ
れを強く支えたのが千葉県の浜田幸一代議士
（浜田靖一防衛相の父）であると指摘。　　
　先人たちの弛まぬ努力に敬意を表するととも
に半島振興対策の中身が充実するよう粘り強く
政府に働きかけようと呼びかけました。

　毎週木曜日の早朝、衆議院赤坂議員宿舎で「書こう会」とい
う書道教室に参加しています。講師は、日本書鏡院 三代目会
長の長谷川耕史先生。
　「書こう会」での作品を10月24日から30日まで上野東京都
美術館で開催された日本書鏡院展に出展しました。
　飲水思源は、中国の故事に由来する四字熟語で、「水を飲む
人は井戸を掘った人を忘れてはならぬ」という意味で、すなわ
ち「他人から受けた恩を忘れてはならない」との教訓です。

アナガーリカ・ダルマパーラ像

挨拶する谷田川はじめ

　これが、日本の早期の国際社会復帰に寄与したことは間違い
ありません。ジャヤワルダナ氏は、アナガーリカ・ダルマパーラ
氏ととても親しい関係にあったとのことです。
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第
２
部
の
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
当
初
、
会
場
に
て
お
弁
当
を
食
べ
て
頂
く
予
定
で

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
鑑
み
、
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
２
部
か
ら
参
加
し
た
長
浜
博
行
参
院
副
議
長
、
青
木
愛
参
院
議
員
、
小
西
洋
之
参

院
議
員
の
順
で
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
第
１
部
か
ら
出
席
し
て
い
る
佐
藤
晴
彦

横
芝
光
町
長
、
平
山
富
子
多
古
町
長
も
登
壇
し
、
一
言
ず
つ
挨
拶
。

　

次
に
、
来
年
４
月
の
県
議
選
に
香
取
市
・
神
崎
町
・
多
古
町
選
挙
区
か
ら
３
選
を
目

指
す
谷
田
川
充
丈
県
議
、
成
田
市
選
挙
区
か
ら
無
所
属
で
立
候
補
す
る
橋
本
み
き
ひ
こ

氏
も
そ
れ
ぞ
れ
登
壇
し
、
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
橋
本
氏
の
擁
立
に
関
し
て
は
、

立
憲
民
主
党
の
み
な
ら
ず
、
国
民
民
主
党
も
推
薦
す
る
た
め
、
同
党
県
連
幹
事
長
で
あ

る
天
野
行
雄
県
議
も
挨
拶
し
、
橋
本
氏
へ
の
支
援
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
野
田
佳
彦
元
総
理
が
登
壇
。
昨
年
の
衆
院
選
を
振
り
返
り
、
投
票
日
の
２

日
前
ま
で
は
、
谷
田
川
が
相
手
候
補
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
逆
転
を
許
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
に
触
れ
、最
後
ま
で
競
り
勝
つ
力
を
つ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
力
説
。

ま
た
、
10
月
25
日
の
安
倍
元
総
理
へ
の
追
悼
演
説
に
つ
い
て
も
、「
党
派
の
対
立
が
激

し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
国
民
ま
で
分
断
さ
れ
て
い
る
。
フ
ェ
ア
な
論
争
を
や
っ
て
、

同
じ
日
本
人
と
し
て
お
互
い
敬
意
を
持
っ
て
付
き
合
い
を
す
る
。
そ
う
い
う
フ
ェ
ア
な

政
治
を
も
う
一
度
、
求
め
て
い
き
た
い
」
と
の
思
い
で
演
説
を
し
た
と
語
り
ま
し
た
。

　

会
場
は
熱
気
に
溢
れ
、
約
450
名
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小西洋之参院議員 平山富子多古町長 佐藤晴彦横芝光町長天野行雄千葉県議橋本みきひこ氏

野田佳彦 
元内閣総理大臣

長浜博行参院副議長

青木愛参院議員

この講演会のダイジェストは谷田川はじめのホームページにて
動画でご覧頂けます。　　　　　　　　QRコードはこちら→

第2部は野田佳彦元総理も出席
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　8月16日、出前立憲民主党の活動を行
ないました。千葉10区内の各市町役場に
足を運び、国政や県政に関する要望を
谷田川はじめが直接聴取しました。
　各自治体の要望実現に向け、粘り強く
関係省庁に働きかけて参ります。

香取市：米の需給改善及び転換作物への支援継続など

銚子市：学校給食の保護者負担軽減など

成田市：公設卸売市場への財政支援等

旭市：老朽化した上下水道への生活インフラ整備支援など

匝瑳市：コロナに係る医療機関に対する財政支援など

多古町：盛土緊急対策事業の更なる支援など

東庄町：介護医療院転換に対する財政支援等

横芝光町：成田空港への直結道路について

9月13日  自治体の要望をふまえ、小西参院議員と谷田川が
　　　　 関係省庁と協議

「出前立憲民主党」を実施！ 5 市３町を訪問「出前立憲民主党」を実施！ 5 市３町を訪問「出前立憲民主党」を実施！ 5 市３町を訪問「出前立憲民主党」を実施！ 5 市３町を訪問
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11
月
６
日
午
後
４
時
よ
り
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
成
田(

旧  

成
田
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル)

に
て
、谷
田
川
は
じ
め
が
主
催
の
講
演
会
が
開
か
れ
、司
会

は
谷
田
川
充
丈
千
葉
県
議
が
務
め
ま
し
た
。

　

谷
田
川
は
じ
め
が
冒
頭
の
挨
拶
で
、昨
年
の
衆
院
選
で
の
支
援
に

感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、、次
回
こ
そ
は
小
選
挙
区
で
当
選
す

る
と
い
う
明
確
な
目
標
を
持
っ
て
活
動
す
る
と
の
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

次
に
立
憲
民
主
党
千
葉
県
連
代
表 

奥
野
総
一
郎
衆
院
議
員
、連
合

千
葉 

永
富
博
之
会
長
が
順
に
挨
拶
。そ
し
て
、千
葉
10
区
内
の
首
長
を

代
表
し
て
小
泉
一
成  

成
田
市
長
が
登
壇
。12
月
25
日
実
施
の
成
田
市

長
選
で
５
選
を
目
指
す
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。熊
谷
俊
人
千
葉

県
知
事
は
、ア
ク
ア
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
の
た
め
欠
席
。そ
れ
に

代
わ
る
形
で
約
１
分
間
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、国
土
学
総
合
研
究
所
長
で
あ
る
大
石
久
和
先
生
よ
り「
日

本
病
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
処
方
箋
」と
題
し
て
50
分
間
講
演
頂
き
ま

し
た
。

　

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
駆
使
し
、客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
大
変

分
か
り
易
い
説
得
力
の
あ
る
話
で
し
た
。

　

特
に
講
演
の
最
後
の
方
で「
皆
さ
ん
、我
々
は
主
権
者
で
す
。主
権

者
は
、政
府
の
動
き
を
し
っ
か
り
監
視
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。そ

れ
は
、主
権
者
の
責
務
で
す
。」と
述
べ
ら
れ
た
こ
と
に
多
く
の
方
が

共
感
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大石久和先生（元国交省技監）を迎えての講演

講演に聞き入る参加者 「日本病」からの脱却と題して講演した大石久和先生

連合千葉　
永富博之会長

立憲民主党千葉県連代表
奥野総一郎衆院議員

谷田川充丈千葉県議 小泉一成  成田市長 谷田川はじめ




